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平
成
三
年
度

一
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
開
催

六
月
七
日
、
今
年
度
の
総
会
が
八
幡
市

立
八
幡
市
民
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
連
絡
協
議
会
の
橋
本
貢
会
長
の
挨
拶

八
幡
市
教
育
委
員
会
佐
々
満
郎
教
育
長
の

来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
日
本
図
書
館
協
会

よ
り
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
披
露
さ
れ
ま
し

次
い
で
、
今
年
度
の
職
員
表
彰
が
行
わ

れ
、
図
書
館
活
動
に
対
し
功
績
の
あ
っ
た

十
七
名
の
職
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
加
茂
町
立
図
書
館
の
田
中
幸

枝
館
長
を
議
長
に
選
出
し
議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

市
町
村
図
書
館
の
建
設
や
資
料
費
に
対

す
る
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
の
要
望
や
、

書
誌
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て
な
ど
、
活

発
に
討
論
が
さ
れ
、
今
日
京
図
連
が
果
た

す
ぺ
き
役
割
が
一
層
明
ら
か
に
な
り
ま
し

こ。t
 事務
局
よ
り
提
案
の
あ
っ

た
平
成
二
年

度
会
務
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、
平
成

三
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
及
び
予
算

（
案
）
全
て
、
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
午
後
に
は
京
都
大
学
教
授
上
杉
孝
賀
氏

の
講
演
、
「
生
涯
学
習
時
代
の
図
書
館
の

課
題
」
を
聞
き
、
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

を
見
学
し
て
全
日
程
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

彎

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会

会

長

橋

本

寅

会

長

挨

拶

生
涯
学
習
あ
る
い
は
情
報
社
会
と
い
う

言
葉
を
、
毎
日
聞
か
な
い
日
が
な
い
ほ
ど

社
会
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
の
府
内
の
状
況
を
み
ま
し

て
も
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
貫
と
し

て、

ま
た
生
涯
学
習
の
面
か
ら
施
設

・
設

備
面
で
変
わ
り
つ
つ
有
る
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
住
民
の
日

常
生
活
の
中
で
身
近
か
な
情
報
提
供
の
場

と
し
て
、

ま
た
生
涯
学
習
の
場
と
な
り
ま

す
図
書
館
の
役
割
は
さ
ら
に
重
要
性
を
増

し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
府
内
で
は

未
設
置
町
村
が
二
十
五
町
村
あ
り
、
一
日

も
早
く
図
書
館
が
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で

お
り
ま
す
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
ぺ
く
、

21
世
紀
の
図
書
館
を
目
指
し
て
、
今
日
的

．課
題
を
踏
ま
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
総
会
の
た
め

に
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
八
幡
市
民
図

書
館
の
皆
様
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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II 第
一
回
理
事
会
報
告

今
年
度
最
初
の
理
事
会
が
五
月
十
四
日

京
都
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
の
会
務
報
告
・
収
支
決
算

報
告
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
、
一
部
修
正

の
う
え
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
三
年
度

予
算
（
案
）
の
事
業
費
に
つ

い
て
、
各
委

員
長
の
要
求
に
基
づ
き
協
議
の
う
え
、
事

業
計
画
（
案
）
と
あ
わ
せ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
表
彰
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

後
被
表
彰
者
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
上
限
を
二
十
名
程
度
と
し
、
事

前
に
調
整
が
必
要
で
表
彰
費
も
五
万
円
に

据
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
総
会
は
八
幡
市
立
八
幡
市
民

図
書
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。t
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会

京
都
府
立
総
合
資
料
館

期
日
未
定

＊
児
童
図
書
館
部
門
研
究
集
会

大
阪
府
立
夕
陽
ケ
丘
図
書
館

期
日
未
定

＊
参
考
事
務
研
究
集
会

和
歌
山
県
立
図
書
館

期
日
未
定

日
時

テ
ー
マ
〔
世
代
を
繋
ぐ
収
集
・
保
存
・
活
用
〕

場
所
神
奈
川
県
立
音
楽
堂

日
時
九
月
十
二
日
ー
十
三
日

＊
奉
仕
部
門
研
究
集
会

テ
ー
マ
〔
新
し
い
時
代
に
応
え
る

図
書
館
奉
仕
を
求
め
て
〕

場
所
奈
良
市
な
ら
ま
ち
セ
ソ
タ
ー

市
民
ホ
ー
ル

日
時
九
月
二
十
六
日
ー
ニ
十
七
日

＊
全
国
図
書
館
大
会

テ
ー
マ

t
 

〔
21
世
紀
に
向
け
て

図
書
館
活
動
の
輪
を
拡
げ
よ
う
〕

場
所
徳
島
市
文
化
セ
ソ
タ
ー

日
時
十
月
二
十
二
日
ー
ニ
十
四
日

京
図
連
「
一
泊
研
修
」
の
お
知
ら
せ

9
4
 
ヽ

テ
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マ
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書
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た
め
に
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師
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春

滋
賀
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立
図
書
館
長

事
例
発
表
：
・
・
・
・
八
日
市
図
書
館

場
所
ア
イ
リ
ス
イ
ソ
城
陽

（
城
陽
市
総
合
運
動
公
園
内
）

十
月
十
七
日
（
木
）
十
八
日
（
金
）

全
国
公
共
図
書
館
奉
仕
部
門
研
究
集
会

近
畿
公
共
図
書
館
協
議
会
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ー

平
成
二
年
度
会
務
報
告

京
都
府
内
の
図
書
館
を
め
ぐ
る
動
き

本
年
度
の
図
書
館
を
め
ぐ
る
状
況
と
し

て
は
、
ま
ず
第
一
に
施
設
・
設
備
面
で
の

改
善
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
七
月
に
は
田
辺
町
立
図
書
館
、
十
月

に
は
木
津
町
立
図
書
館
が
着
工
、
十
一
月

に
は
和
知
町
立
ふ
れ
あ
い
セ
ソ
タ
ー
図
書

室
、
十
二
月
に
は
舞
鶴
市
立
西
図
書
館
が

新
築
開
館
し
た
。
八
幡
市
で
は
男
山
分
館

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
京
都
市
で

は
京
都
市
久
我
の
も
り
図
書
館
が
八
月
に

開
館
、
引
き
続
い
て
二
月
、
京
都
市
吉
祥

院
図
書
館
が
着
工
さ
れ
た
。

今
後
、
綾
部
市
図
書
館
の
移
転
も
計
画

さ
れ
て
お
り
、
城
陽
市
立
図
書
館
で
も
基

本
構
想
作
成
の
後
、
来
年
三
月
に
は
新
図

書
館
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

又
、
木
津
町
、
峰
山
町
、
大
宮
町
、
美

山
町
で
は
、
三
年
度
か
ら
移
動
図
書
館
車

が
運
行
さ
れ
る
。

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
建
物
面
積
、
蔵

書
冊
数
と
も
規
模
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る

こ
と
、
分
館
、
移
動
図
書
館
の
新
設
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
全
域
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す

方
向
で
の
と
り
く
み
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

業
務
へ
の
電
算
導
入
も
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
三
点
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

第
二
に
、
読
書
推
進
の
た
め
の
様
々
な

と
り
く
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
読
書
週
間
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
の

21
館
・
団
体
に
対
し
て

28

館
・
団
体
と
増
え
て
き
て
お
り
、
日
常
的

に
も
効
果
的
な
図
書
展
示
や
、
講
座
の
開

設
、
児
童
向
け
の
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。第三
に
、

図
書
館
間
の
相
互
協
力
が
活

発
化
し
て
き
て
い
る
。

京
都
府
立
図
書
館
が
関
わ
っ
た
も
の
だ

け
を
と
っ
て
も
、
二
年
度
に
は
、
五
千
三

百
五
十
七
冊
に
の
ぽ
り
、
元
年
度
の
二
千

二
百
八
十
五
冊
に
比
べ
、
ニ

・
三
倍
に
も

増
え
て
い
る
。

個
々
の
図
書
館
で
の
資
料
提
供
に
つ
い

て
の
努
力
に
併
せ
、
本
年
度
九
月
よ
り
京

都
府
立
図
書
館
連
絡
協
力
車
の
運
行
が
月

二
回
に
な

っ
た
こ
と
が
、
な
お
一

層
の
推

進
力
と
な
っ
た
。
平
成
三
年
度
に
は
、
北

部
地
域
へ
の
連
絡
協
力
車
の
運
行
が
始
め

ら
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
公
立
図
書
館
未
設
置
町
村
の

解
消
に
向
か
っ
て
の
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
京
都
府
内
に

は
、
公
立
図
書
館
未
設
置
が
25
町
村
に
及

ん
で
い
る
。
京
都
府
立
図
書
館
で
は
平
成

元
年
度
よ
り
図
書
館
資
料
広
域
貸
出
事
業

を
開
始
し
、
連
絡
協
力
車
の
運
行
と
あ
わ

せ
て
現
在
10
町
で
読
書
施
設
の
開
設
、
振

興
の
た
め
の
町
村
援
助
を
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
新
た
に
設
置
し
た
図
書
室

従
来
設
置
さ
れ
て
い
た
図
書
室
共
予
想
を

2
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
力
に
つ
い
て

は
る
か
に
上
回
る
利
用
を
得
て
い
る
。

三
年
度
に
は
読
書
施
設
未
設
置
の
南
山

城
村
と
、
伊
根
、
野
田
川
、
大
宮
、
網
野

久
美
浜
の
北
部
各
町
に
対
し
て
の
図
書
館

資
料
広
域
貸
出
事
業
を
開
始
す
る
。

こ
の
事
業
を
機
に
図
書
館
建
設
の
機
運

が
進
み
、
日
吉
町
で
は
用
地
の
買
収
が
決

定
し
、
宇
治
田
原
町
で
は
町
図
書
館
等
策

定
委
員
会
で
答
申
が
出
さ
れ
、
井
手
町
で

は
建
設
計
画
が
動
き
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
様
々
の
努
力
の
中
で
、
京

都
府
全
体
の
貸
出
冊
数
は
六
十
三
年
度
の

六
百
三
十
二
万
三
千
八
百
冊
か
ら
、
元
年

度
六
百
四
十
万
九
千
二
十
八
冊
へ
と
増
加

し
て
き
て
お
り
、
二
年
度
に
つ
い
て
は
現

在
調
査
中
で
あ
る
が
更
に
大
ぎ
い
伸
び
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

当
協
議
会
と
の
協
力
関
係
に
あ
る
機
関
・

団
体
と
し
て
は
、
主
に
日
本
図
書
館
協
会

（
以
下

「
日
図
協
」
と
い
う
）
、
京
都
府

南
部
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
（
以
下
「
南

図
協
」
と
い
う
）
、
京
都
家
庭
文
庫
地
域

文
庫
連
絡
会
（
以
下
「
京
庫
連
」
と
い
う
）

が
あ
る
。

ま
ず
、
日
図
協
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

当
協
議
会
が
日
図
協
の
加
盟
団
体
（
各
都

道
府
県
ご
と
に
お
か
れ
て
い
る
地
方
連
絡

機
関
）
の
一
っ
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

昨
年
十
月
、
第
二
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
パ
ル
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
日
図
協

京
都
地
区
個
人
会
員
と
の
交
流
会
と
、
今

日
の
図
書
館
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
個
人
会
員

施
設
会
員
と
も
に
増
加
を
め
ざ
し
、
ひ
き

つ
づ
き
努
力
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
南
図
協
と
の
協
力
関
係
に
つ
い

て
は
、
本
会
の
研
修
研
究
活
動
を
推
進
す

る
う
え
で
大
き
な
関
わ
り
が
あ
り
、
今
後

も
こ
の
協
力
関
係
を
深
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。さ
ら
に
、
京
庫
連
と
の
協
力
関
係
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
も
共
催
の
研
修
事
業
と

し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
十
分
協
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

研
修
事
業
と
し
て
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
あ
わ
せ
た
日
図
協
個
人
会
員
と
の
交

流
会
の
開
催
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
主
催

の
「
視
聴
覚
障
害
者
生
活
展
」
へ
の
参
加

と
講
演
会
の
開
催
、
京
庫
連
と
の
共
催
の

講
演
会
を
実
施
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
独
自
事
業
、
研
究
グ

ル
ー
。
フ
の
活
動
を
十
分
に
展
開
で
ぎ
ず
、

今
後
に
大
き
な
課
題
を
残
し
た
。

相
互
協
力
事
業
と
し
て
は
、
事
業
の
発

展
に
合
わ
せ
て
本
年
度
実
態
調
査
を
行
っ

た
。
現
在
、
結
果
取
り
ま
と
め
中
で
あ
る

3
事

業

報

告
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が
、
今
後
の
事
業
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

広
報
事
業
は
、
「
会
報
」
を
三
回
（
ぬ

22
号
ー
ぬ

24
号
）
発
行
し
た
。
編
集
会
議

に
際
し
て
も
、
各
図
書
館
の
見
学
を
あ
わ

せ
て
行
い
、
会
報
が
情
報
の
交
流
の
場
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。

各
館
の
情
報
提
供
、
投
稿
な
ど
に
よ
っ

て
豊
か
で
身
近
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
ゆ
き
た

い
。

表
彰
事
業
に
つ
い
て
は
本
年
図
書
館
の

事
業
並
ぴ
に
図
書
館
活
動
の
普
及
に
尽
力

し
、
そ
の
功
績
顕
著
な
十
二
名
の
職
員
に

対
し
表
彰
を
行
い
、
故
浜
辺
一
彦
前
京
都

府
立
図
書
館
長
に
対
し
特
別
表
彰
を
行

っ

こ。t
 次に
、
図
書
館
振
興
に
関
す
る
要
望
活

動
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
と
く
に
、
図

書
館
未
設
置
町
村
長
・
教
育
長
、
図
書
館

設
置
市
村
・
教
育
長
に
加
え
、
京
都
府
知

事
、
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
に
対
し

て
も
、
第
四
次
京
都
府
総
合
開
発
計
画
に

添
っ
た
図
書
館
施
策
の
実
施
と
図
書
館
未

設
置
町
村
の
解
消
に
つ
い
て
要
望
書
を
提

出
し
た
。

本
年
度
の
収
支
決
算
は
、
総
会
の
場
で

事
務
局
会
計
よ
り
提
出
さ
れ
、
審
議
の
上

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

4
財

政

報

告

当
協
議
会
加
盟
館
は
、
一
館
増
え
、

44

館
（
図
書
館

34
館
・
公
民
館

7
館
・

そ
の
他

3
館
）
と
な
っ
て
い
る
。

当
協
議
会
未
加
盟
館
の
町
村
で
、
現
在

公
民
館
図
書
室
等
で
図
書
館
活
動
を
行
っ

て
い
る
所
に

つ
い
て
は
、
当
協
議
会
の
加

盟
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
よ
う
努

力
を
し
た
い
。

京

都

市

中

央

図

書

館

北

川

恵

三

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
高
橋
徹
夫

京
都
市
北
図
書

館

古

川

勝

京

都

市

左

京

図

書

館

田

中

敏

子

京

都

市

東

山

図

書

館

吉

村

義

夫

京
都
市
山
科
図
書

館

東

靖

磨

京
都
市
下
京
図
書

館

富

田

純

造

京

都

市

南

図

書

館

野

村

牧

男

京
都
市
右
京
図
書
館

田

中

重

夫

京

都

市

西

京

図

書

館

吉

田

久

弘

京

都

市

洛

西

図

書

館

木

南

克

次

京
都
市
向
島
図
書
館

小

林

昭

京
都
市
醍
醐
図
書

館

三

家

多
賀
成

京
都
市
久
我
の
も
り
図
書
館
林

義

和

向

日

市

立

図

書

館

堀

内

佳

子

長

岡

京

市

立

図

書

館

小

泉

浩

史

大
山
崎
町
中
央
公
民
館
図
書
室八
木
伊
佐
美

協
議
会
加
盟
館
紹
介

5
組
織
の
状
況

京
都
府
立
総
合
資
料
館

京
都
府
立
図
書
館

宇

治

市

中

央

図

書

館

石

沢

城

陽

市

立

図

書

館

山

口

久

御

山

町

立

図

書

館

北

尾

八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
澤
田

田
辺
町
立
中
央
図
書
館
田
口

木

津

町

立

図

書

館

丹

田

加

茂

町

立

図

書

館

田

中

精

華

町

立

図

書

館

林

亀

岡

市

立

図

書

館

高

向

園
部
町
立
園
部
図
書
館
高
木

八
木
町
立
郷
土
資
料
館
図
書
室秦

正

音

丹

波

町

中

央

公

民

館

小

畠

功

和
知
町
立
ふ
れ
あ
い
セ
ソ
タ
ー
図
書
室

樋

口

恒

夫

京

北

町

中

央

公

民

館

寺

井

硯

龍

美

山

町

中

央

公

民

館

加

藤

政

男

綾

部

市

図

書

館

塩

尻

史

郎

福

知

山

市

立

図

書

館

橋

本

賓

舞

鶴

市

立

東

図

書

館

稲

葉

優

適

舞

鶴

市

立

西

図

書

館

中

西

俊

夫

大

江

町

図

書

館

城

下

萬

吉

宮

津

市

立

図

書

館

入

柿

工

美

加

悦

町

中

央

公

民

館

細

井

欣

但

峰

山

町

立

図

書

館

下

戸

明

夫

丹

後

町

中

央

公

民

館

花

光

勤

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
展
示
図
書
館
上
村
太
田
林

邦
夫
至
郎
芳
男

種
治
政
広
長
史
幸
枝
金
次
洋
祐茂

辰誠
雄隆司
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e
 田

辺
町
で
は
平
成
二
年
七
月
か

ら
建
設
を
進
め
て
い
た
中
央
図
書

館
が
平
成
三
年
五
月
に
竣
工
し
、

七
月
六
日
開
館
し
ま
し
た
。

・

施
設
の
概
要
は
、
敷
地
面
積
四、

一
五
九

t
に
地
上
二
階
、
地
下
一

階
建
て
で
延
べ
床
面
積
二
、
六
四

九
対

の
図
書
館
単
独
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

施
設
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、

七
五
、

0
0
0冊
の
図
書
を
開
架

す
る
一
、

0
0
0
2m
の
開
架
室
内

に
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
ビ
デ
オ

テ
ー
。
フ
を
視
聴
す
る
映
像
プ
ー
ス

が
6
プ
ー
ス
（
十
二
席
）

、
コ
ソ

バ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
や
カ
セ
ッ

ト
テ
ー

プ
の
視
聴
リ
ス
ニ
ソ
グ
席
が
十
一

席
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
方
の
文
化
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
約
六

01:

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

一
階
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
集
会
機
能
と
し
て

は
、
ピ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や

陪
幕
等
を
設
置
し
、
視
聴
覚
機
能

を
備
え
た
六
十
四
人
収
容
の
集
会

室
と
二
十
人
収
容
の
会
議
室
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
辺
町
立
中
央
図
書
館

新
設
オ
ー
プ
ン
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こ
の
他
、
児
童
奉
仕
の
た
め

の
お
は
な

し
室
や
、
障
害
者
奉
仕
の
た
め
の
対
面
朗

読
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す。

事
務
用
の

部
分
と
し
て
は
、
一
三
五
、

0
0
0冊
収

容
の
集
密
書
庫
や
移
動
図
書
館
車
の
車
庫

等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
営
の
特
徴
と
し
て
は
、
平
成
元
年
に

設
置
さ
れ
た
分
館
機
能
を
合
せ
も
っ
、
北

部
住
民
セ

ソ
タ
ー
図
書
室
と
コ
ソ

ピ
ュ
ー

タ
で
つ
な
ぎ
、
移
動
図
書
館
の
貸
出
し
も

コ
ソ
ビ
ュ
ー

タ
処
理
を
行
い
図
書
館
、
ソ
ス

テ
ム
の
形
成
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
に

つ
い
て
は
貸
出
冊
数
の

制
限
を
撒
廃
し
、
二
週
間
以
内
に
読
め
る

冊
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

A
V
資
料
の
充

実
も
行
い
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス

ク
、

コ
ソ
パ
ク

ト
デ
ィ

ス
ク
や
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
。
フ
を
合
計
一
、
二

0
0
タ
イ

ト
ル
収
集
し
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
除

き
、
一
人
ニ

タ
イ
ト

ル
以
内
で
の
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

目
録
で
は
、
冊
子
体
目
録
の
ほ
か
に
、

利
用
者
用
の
資
料
検
索
端
末
機
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
お
は
な
し
会
等
を
実
施
し
児
童

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
映
画
会
や

C
D
コ
ソ
サ
ー
ト
を
実

施
し
、
新
し
い
利
用
者
層
の
開
拓
と
、
よ

り
住
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

努る館 もあ を月 後しので→ 万利 r
力魅とこのつ読しテまとい参‘紙子
し力しれがた書て 1 たも思加平芝供千者

八用し月開 （京 都 市 右 京 図書館）
て館

てあてかあとにいマ‘研い者成居た冊はし、後がで や の七の
いる‘らりきよま別ーさ出が二 と八まはあ明図広近図年建右
き図気もまのっすに幼んのあ年良 tな万す多りる書隆く書八物京
た書軽‘す喜て ゜絵児に催り度み対っ七がくまく館寺に館月を図
い館に地 °び‘ 本コ努しまに聞 て千‘のす‘はなはと r

象ぃ
'-改書

とに利域 は感 を 1 めにしはか 人平方゜五三ど‘し‘修館
考な用に ‘動 展ナてなた‘せにま‘成々 万方が東て京しは
えりさ根 計で 示 1 まる゜千の行す貸二に 六があ映開都て‘
てまれざ りき し←いよ心二会つ°出年ご 千ガり太館市‘太
いす活し 知る ‘でりうに百-て 冊度利 冊ラま秦しで昭秦
まよ用た れ本 貸庄まに残人もい 数で用 のスす映｛八和郵
すうさ図 なに 出 す‘るか好ま 二はい 蔵張゜画-番五便
°にれ書 い出 し毎゜今楽ら評す 十‘た 書り 村℃目十局

~
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

、

云
凶
書
館
散
歩
i

~IIIIIIIIIIIIIIIIIII~ 

京
都
市
下
京
図
書
館

ぎ
ら
ぎ
ら
と
真
夏
の
太
陽
に
照
ら
し
や

か
れ
た
大
宮
通
り
に
、
か
げ
ろ
う
の
瞑
が

た
ち
こ
も
る
。
そ
の
中
を
絶
え
間
な
く
走

る
自
動
車
、
や
が
て
夕
暮
れ
と
と
も
に
大

宮
道
も
静
け
さ
を
た
も
つ
一
時
も
あ
り
、

西
本
願
寺
の
土
塀
の
中
か
ら
鐘
の
音
が
微

か
に
聞
こ
え
て
く
る
。

．

下
京
区
の
中
心
を
南
北
に
縦
断
す
る
こ

の
通
り
は
、
平
安
京
で
は
大
内
宮
城
（
大

内
裏
）
の
東
に
接
し
た
た
め
こ
の
名
称
が

つ
け
ら
れ
た
、
と
も
い
う
。

下
京
図
書
館
は
、
大
宮
通
り
に
面
し
、

東
西
線
に
花
屋
町
通
が
あ
る
。
そ
の
交
差
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点
西
入
り
口
を
島
原
口
と
い

う。

島
原
口
に
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

昭
和

二
十
六
年
四
月
に
京
都
市
社
会
教
育
会
館

と
し
て
開
館
。
図
書
の
閲
覧
．
貸
出
し
、

巡
回
文
庫
、
視
聴
覚
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
事
業
、

集
会
室
の
提
供
な
ど
行
っ
て
き
た
。
図
書

館
業
務
と
し
て
は
、
京
都
市
で
最
も
古
く

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
京
都
市
図
書
館

整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、
新
し
く
地
域

図
書
館
と
し
て
、
再
発
足
す
る
の
を
機
会

に
館
内
を
改
修
し
、
同
年
七
月
か
ら
個
人
・

団
体
貸
出
し
な
ど
の
図
書
館
業
務
を
開
始

し
た
。一
階
が
児
童
図
書
室
、
幼
児
コ
ー
ナ
ー

二
階
、
成
人
図
書
室
（
文
学
書
）
、
事
務

室
で
、
三
階
は
、
成
人
図
書
（
文
学
書
以

外
）
・
参
考
図
書
室
に
は
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

四
十
席
が
あ
り
ま
す
。
六
月
現
在
、
蔵
書

五
万
八
千
三
百
冊
う
ち
、
児
童
書
二
万
二

n1 
栢小路荘気将序歪館

千
四
百
冊
、
平
成
二
年
度
の
貸
出
者
数
は

四
万
二
千
三
十
人
、
貸
出
冊
数
は
十
万
四

千
九
百
六
冊
で
あ
っ
た
。

特
色
と
し
て
は
、
郷
土
資
料
、
ス
ボ
ー

ツ
、
理
科
・
科
学
、
鉄
道
コ
ー
ナ
ー
な
ど

に
資
料
の
充
実
を
計

っ
て
い
る
。

島原大門横の糸柳と用水桶

郷
土
資
料
を
も
と
に
、
図
書
館
の
回
り

を
紹
介
し
ま
す
と
、
大
宮
通
り
島
原
口
か

ら
、
西
本
願
寺
を
左
に
見
て
、
花
屋
町
通

り
に
連
な
る
商
店
街
を
西
へ
進
む
と
、
程

な
く
島
原
の
大
門
に
出
る
。
大
門
横
の
糸

柳
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
用
水
桶
が
、
か

つ

て
の
廓
の
名
残
だ
ろ
う
か
。
大
門
右
の
標

に
よ
れ
ば

「
豊
臣
秀
吉
が
京
都
を
再
興
す

る
に
あ
た
り
、
二
条
万
里
小
路
に
廓
（
柳

町
の
廓
）
を
公
許
し
た
が
：
．
寛
永
十
七
年

（
一
六
四

0)・
：
当
時
の
朱
雀
野
に
移
っ

た
。
は
じ
め
は
西
新
屋
敷
と
呼
ん
だ
が
、

時
あ
た
か
も
九
州
島
原
の
乱
の
直
後
で
あ

り
、
誰
れ
か
と
も
な
く
島
原
と
い
う
よ
う

に
な
っ
た
。
」
と
あ
る
。

大
門
を
通
り
抜
け
、
道
を
更
に
西
へ
と

行
く
と
、
重
要
文
化
財
指
定
の
角
屋
に
出

会
う
。
正
面
全
体
に
拡
が
る
格
子
造
り
な

ど
が
、
往
時
の
名
残
り
を
留
め
て
い
る
。

外
に
も
こ
の
辺
り
に
は
、
昔
な
が
ら
の

趣
を
残
す
建
物
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

角
屋
の
前
を
通
り
、
南
北
に
走
る
J
R

山
陰
本
線
沿
い

に
南
下
す
る
と
、
右
手
に

昭
和
二
年
京
都
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
開

設
し
た

「市
民
の
台
所
」
中
央
卸
売
市
場

が
、
ほ
ぽ
五
条
か
ら
七
条
ま
で
の
び
偉
容

を
誇
っ
て
い
る
。

七
条
通
り
を
南
に
横
切
る
と
梅
小
路
機

関
車
区
に
至
る
。
小
さ
な
ト
ソ
ネ
ル
を
く

ぐ
る
と
鉄
道
開
通
百
周
年
記
念
に
造
ら
れ

た
、
わ
が
国
唯
一
の

S

L
の
殿
堂
、
蒸
気

機
関
車
館
が
あ
る
。

J

R
各
線
か
ら
S

L

が
姿
を
消
し
て
久
し
い
が
、
こ
こ
梅
小
路

で
、
汽
笛
を
な
ら
し
白
煙
を
あ
げ
て
車
庫

か
ら
発
進
す
る
D
5
1
や

D
5
2
の
勇
姿
を
見

る
と
き
、
そ
の
迫
力
に
感
嘆
す
る
の
と
同

時
に
、
ふ
と
郷
愁
に
も
似
た
思
い
が
心
を

よ
ぎ
る
。広

報
委
員
会
だ
よ
り

こ
の
た
ぴ
、
広
報
委
員
の
メ
ソ
バ
ー
に

一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
新
（
府
立
図

書
館
）
井
田
茂
子
、
旧
桑
原
由
美
子
さ
ん

が
交
代
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
館
に
関
す
る

情
報

「
ニ
ー
ス
」
を
広
報
委
員
ま
で
、
お

寄
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。




